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研究成果の概要（和文）：「保育の評価」の獲得は、省察による保育者の専門性の向上につながる。保育者養成
段階での「保育の評価」には実習体験が影響し、特に初期段階の実習体験は保育者のアイデンティティ形成に影
響を与える。異なる実習体験は、子ども・保育者・保護者についての異なる視点の獲得を促すため学びの順序性
が重要となる。ニュージーランドなどで行われる関係性に着目した形成的評価は有効である。多様な実習を通し
た理論と実践の往還、カンファレンス等によって、プレ保育者が体験を言語化し他者の意見を尊重すること、ま
た自己の感情理解と省察を促すメンタライゼーションの能力を育成することが、総合的な「保育の評価」の獲得
につながる。

研究成果の概要（英文）：The acquisition of 'Early Childhood Education and Care assessment' leads to 
the improvement of the expertise of ECEC teachers through reflection. Practical training experiences
 have an impact on the 'assessment of ECEC' at the ECEC training stage, particularly in the early 
stages of training, which influences the identity formation of the ECEC teacher. Different practical
 training experiences encourage the acquisition of different perspectives on children, ECEC teachers
 and parents, so 'sequencing of learning' is important. Formative assessment focusing on '
relationships', as done in New Zealand and elsewhere, is effective. Theory and practice interchange 
through diverse practical training, conferences, etc., will lead to the acquisition of a 
comprehensive 'assessment of ECEC', as pre-ECEC teachers verbalize their experiences and respect the
 opinions of others, and develop mentoring skills to promote self-emotional understanding and 
reflection.

研究分野： Ealry Childhood Education and Care
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、保育者の長期の成長を支える「保育の評価」の獲得のプロセスについて、保育者アイデンティティの
起点となる養成段階に着目した研究であり、学術的意義がある。またこの研究成果は、保育者養成段階から現職
段階への円滑した移行を促し、保育の質向上と保育者の早期離職を阻止する上で有効である。保育者養成におけ
る学びの順序性に基づく、実習の位置づけや教授方法のあり方などを海外の知見を踏まえて提案しており、今後
の保育者養成カリキュラムの構築に寄与するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 日本では、保育者の早期離職が社会的問題となる中、保育者養成・採用・現職の「円滑化」に
よる保育者の長期の成長プロセスをサポートすることが課題とされる。そのためには、キャリア
パスの明確化や保育者が葛藤・危機に向き合い主体的に問題解決に取り組む態度を育成するこ
とが必要である。保育者が専門性を高め、長期的な成長を追求し、保育者としてのアイデンティ
ティを確立しようとする意欲・態度が、保育の質の向上にもつながる。 
例えばニュージーランドでは、ラーニング・ストーリー（Learning Story）やアセスメント

（Assessment）などによって、保育を観察、記録し、保育実践を評価する方法（メソドロジー）
が定着している。ラーニング・ストーリーやアセスメントは、「子ども」「保育者」「保護者」と
いう保育を構成する 3 者の相互作用性や子どもの発達・成長における保育者の保育の意図や指
導を「見える化」することで保育の質の向上を図っているとされるが、これらは、保育者が葛藤・
危機に向き合った際に、自身の子どもの見方・枠組みを変え、保育者としてのあり方を再確認す
るという「保育者観」の形成を促し、保育者自身の変容、成長の契機を提供することにつながる。 
 保育者の「保育の評価」軸の獲得、特に長期の成長の起点にあたる養成段階のプレ保育者の「保
育の評価」の獲得に関わる研究は、依然進んでいない。プレ保育者が保育者アイデンティティの
形成過程において、保育の専門性、保育力量を省察し自己評価する「保育の評価」の視点を獲得
することが、近年の急激な保育需要の高まりと進行する複雑化・多様化する保育現場において、
長期的なキャリア形成と保育の質の向上に寄与すると考え、養成段階における「保育の評価」の
獲得プロセスと学びの順序性に着目した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、養成段階からファーストステージ（初任・新任段階を指し、１～3年の保育経験者

を対象とする） に至る保育者が葛藤・危機に直面し、その結果としての早期離職に陥ることを
回避するために、保育者アイデンティティの確立に寄与する「保育の評価」の獲得のプロセスに
焦点を当て、養成段階におけるカリキュラム、「学びの順序性」、教授方法を研究するものである。  
長期的なキャリア形成の視点から、保育者の専門性（保育技術・技量を含む）や就業意識に対

して、プレ保育者が「保育の評価」の視点を獲得する契機に着目し、保育者としての成長への意
欲を育てるカリキュラム、学びの順序性、教授方法のあり様を検討し、試案を示すことで、保育
者の養成段階と現職段階の連携を図ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
上記の研究目的に沿って、次の１）～４）を行った。 

（１）国内外の保育者の専門性の発達や「保育の評価」に関する先行研究の検討を行った。海外
については、ニュージーランドのテファリキ、ラーニング・ストーリー、アセスメントおよび保
育者養成カリキュラムの文献を検討した。 
（２）プレ保育者である養成段階の学生の「保育の評価」についての調査を行った。プレ保育者
の「保育の評価」獲得の契機となる実習に着目し、異なる保育フィールドでの実習体験による、
「保育の評価」の獲得、 評価の特徴、相違点や変容を明らかにした。 
（３）ニュージーランドにおけるテファリキ、ラーニング・ストーリーやアセスメントの実態お
よび長期の保育実習と「保育の評価」の獲得について、ニュージーランドのワイカト大学・マッ
セ―大学(オークランド校)や現地の幼稚園等の実地調査や実習生、保育者へのインタビュー調査
を行った。 
（４）研究の中間報告およびまとめとして、国内学会では、日本保育学会、日本保育者養成教育
学会において、国際学会では、OMEP(世界幼児教育・保育機構)において研究発表を行った。 
 
４．研究成果 
（１）フィールドが異なる実習によるプレ保育者の「保育の評価」の獲得については、教育・保
育実習では、保育者役割や子どもへの視点が明確になるが、保護者への視点に欠ける。子育て支
援実習では保護者・親子への視点が明確となるが、子ども（単独）への視点に欠ける。両者を異
なる実習ととらえる傾向があり、実習相互の関連性についての理解が弱い。 
（２）幼稚園実習、保育所実習より先に経験する実習を通してのプレ保育者（4年制大学の初年
次学生）による子どもの生活・遊び、保育者の役割、保育環境等の評価に関わるアンケート調査
では、学生は保育者の役割と子どもの遊びや遊びを通した学びに注目するが、子どもと保育者の
「関係性」への着目は見られず、いずれかの視点に偏る傾向がみられた。 
初年次の学生は、遊びを通して、子どもの個性や違いを認め、多様な子ども観を持つが、その

一方で、子どもとの体験の質によっては、子どもと関わることの「困難感」を抱く契機にもなる。
「保育の評価」の形成プロセスにおいては、子どもの遊びや遊びを通した学びに着目できる場合
は、保育に対する肯定的態度を育むことが示唆された。 
 



（３）プレ保育者は、保育への意識や効力感が時系列的に変化し、実習の経験の深まりによって
保育者モデルの獲得が促され、保育への意識が変化する。中でも保育現場での初期の実習は保育
への意識や「保育の評価」の形成の基盤となる経験となる。子どもと関わることの困難感が養成
段階の早い時期に定着しないためには、学生同士のカンファレンスが有効である。カンファレン
スを通じて、共通の場を共有しつつ子ども理解がそれぞれ異なることへの気づき、子ども理解に
ついて発言することで自分の保育観を表明する（言語化する）機会になるなどの効果がある。 
（４）初年次の体験型実習と 2年次の免許・資格に関わる実習での学びの実態と相違点につい
て経年変化を分析した結果、免許・資格の実習では、子どもよりも保育者の視点の獲得、特に
「保育者の声掛け」への注目が顕著となり、「クラス全体を見る保育者の役割」を評価する。
「子どもを見守ること」への意識が減少し子どもの遊びや子ども目線で子どもを捉えるなどの
視点も若干減少した。保育方法では「保育者の声掛け」など保育者の直接的な保育技術・技量
が意識され、子どもの遊び、子どもの思いや願いといった子ども理解の内容への評価の視点が
弱くなる。(図１ 参照) 
（５）ニュージーランドでの実地調査からは、ニュージーランドでは保育者には保育の専門家
としての指針（Code）とスタンダードが示され、特に「社会、学び手、教育職、家族や拡大家
族（whanau）」に対する責任の観点で保育者養成が行われており、保育者の目指すべき理念が示
された上でカリキュラムが構築されている。また、保育者養成と現職教育の連携が強く、長期
的な学びとその段階が示されているため、保育者の成長プロセスが捉えやすく、成長意欲に結
びつきやすい。長期に行われる保育インターンシップを通じて、子どもの遊びや学びを日常的
に観察でき、保育の評価の視点を獲得する上で有効である。加えて、ラーニング・ストーリー
は、子どもと保育者の「関係性」に重点を置いて、保育の評価が行われている。また保育者と
子どもの関係性を評価するための行為が、
noticing,recognising,responding,recording,revisiting,reflecting で示され、保育の評価
の獲得に有効である。保育の評価（アセスメント）は、子どもの成長のプロセスを捉え、その
成長・学びのプロセスに関わりつつ支援する「形成的アセスメント（Formative assessment）」
の方法が用いられている。 
（６）「保育の評価」の形成には、「保育者効力感」が高まることが影響する。また「保育者効力
感」には、他者の心を読み共感する力や自己の感情を理解、同定、内省するメンタライゼーショ
ン（mentalization)能力が関連する。自己や他者理解の能力は個人差が大きい。学生が保育への
気づきや評価の視点を持てるように、指導・助言をすることが重要である。 
（７）「保育の評価」の獲得プロセスでは、保育の原理に関わる内容、例えば子どもの権利など
「子どもへの学び」を初期段階に位置づけ、遊びを中心とした体験型実習や実習後のカンファレ
ンスによって理論と実践を往還し、他者や自己への認知を高めるなど、学びの順序性を意識した
カリキュラムの構築が必要である。また、子ども・保育者・保護者の「関係性」に着目し、総合
的理解に基づいた保育の評価の形成を促す教授方法が有効である。 
 

 
図 1．実習以前・体験型実習後・幼稚園教育実習Ⅰ後の変化 
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